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但
し
、
花
に
遇あ

ひ
て
栄
耀
少
な
く

水
に
対む

か

ひ
て
沈
淪
を
耻は

づ
る
者
あ
り

位
は
纔わ

づ

か
に
正せ

い

議ぎ

大た
い

夫ふ

青せ
い

紫し

を
隔
て
て
命
薄
し

職
は
只た

だ
太た

い

子し

賓
客

ひ
ん
か
く

黄こ
う

綺き

に
亜つ

ぎ
て
齢よ

わ
い傾
き
ぬ

誤
り
て
唱
首
と
為な

り

時
人
に
何
を
か
謂い

は
ん
と
爾し

か
云い

ふ
｢

七
言
三
月
三
日
侍
左
相
府
曲
水
宴
同
賦
因
流
汎
酒
応
教
詩
一
首｣

(『

江
吏
部
集』

巻
上
・『

本
朝
文
粋』
巻
八)

一
条
朝
の
儒
者
大
江
匡
衡
は
寛
弘
四
年(

一
〇
〇
七)

、
左
大
臣
藤

原
道
長
の
上
東
門
第
で
行
わ
れ
た
曲
水
宴
の
序
者
と
な
っ
た

(

注
１)

。
右
は
、

そ
の
詩
序
の
最
後
、
い
わ
ゆ
る
自
謙
句
の
部
分
で
あ
る
。

こ
こ
で
匡
衡
は
自
ら
の
こ
と
を｢

位
は
纔
か
に
正
議
大
夫｣

｢

職
は

只
だ
太
子
賓
客｣

と
の
べ
る
。
匡
衡
は
本
詩
序
を
作
っ
た
寛
弘
四
年
に

は
五
十
六
歳
、
そ
の
四
年
前
の
長
保
五
年(

一
〇
〇
三)

に
正
四
位
下

に
昇
り
、
寛
弘
三
年
に
は
息
子
挙
周
を
式
部
丞
に
す
る
た
め
に
式
部
権

大
輔
の
職
を
辞
し
て
お
り
、
身
に
帯
び
る
官
は
十
年
前
の
長
徳
三
年

(

九
九
七)

に
補
せ
ら
れ
た
東
宮
学
士
の
み
で
あ
っ
た
。『

拾
芥
抄』

に

よ
れ
ば
、
正
義
大
夫
は
正
四
位
の
唐
名
で
あ
り

(

注
２)

、
太
子
賓
客
は
東
宮
学

士
の
唐
名
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
東
宮
学
士
の
唐
名
、｢

太
子
賓
客｣

が
特
に
匡
衡
に

と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

ま
ず
、
東
宮
学
士
の
唐
名
を『

二
中
歴』

と『

拾
芥
抄』

に
よ
っ
て

確
認
し
て
お
く

(
注
３)
。
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『
二
中
歴』

第
七

官
名
歴

太
子
文
学

崇
文
館

大
学
函
中

東
宮

学
士

太
子
賓
客

少
師

少
傅

少
保

『

拾
芥
抄』
中

官
位
唐
名
部

小
師
小
傅
小
保
太
子
文
学
文
館
大
学
士

東
宮
傅
…
…
学
士

崇
文
館
大
学
士

今
号
太
子
賓
客

鎌
倉
末
成
立
の『

二
中
歴』

と
南
北
朝
成
立
の『

拾
芥
抄』

で
若
干

の
異
同
は
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
七
つ
の
唐
名
を
挙
げ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
存
す
る
平
安
朝
漢
詩
文
を
索
引
類
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
類
で
検
索
す
る
と

(

注
４)

、
右
の
唐
名
の
う
ち
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の

は
匡
衡
の
詩
序
中
に
見
え
る｢

太
子
賓
客｣

二
例
の
み
で
あ
る
。
一
つ

は
冒
頭
に
あ
げ
た
寛
弘
四
年
の
藤
原
道
長
の
上
東
門
第
で
の
曲
水
宴
詩

序
で
あ
り
、
も
う
一
例
は
長
保
二
年(

一
〇
〇
〇)

の
皇
太
子
居
貞
親

王(

三
条
天
皇)

の
第
一
皇
子
敦
明
親
王
の
誕
生
時
の
読
書
初
め
に
お

け
る
詩
序
の
末
尾
で
あ
る
。

①

但
遇
花
少
栄
耀

対
水
耻
沈
淪
者

位
纔
正
議
大
夫

隔
青
紫
而
命
薄

職
只
太
子
賓
客

亜
黄
綺
而
齢
傾

誤
為
唱
首
謂
時
人
何
云
爾

｢

七
言
三
月
三
日
侍
左
相
府
曲
水
宴
同
賦
因
流
汎
酒
応
教
詩
一
首｣

(『

江
吏
部
集』

巻
上
・『

本
朝
文
粋』

巻
八)

②

于
時

冠
蓋
如
雲
糸
竹
終
日

旨
酒
之
薦
聖
賢

味
以
招
揺
之
桂

芳
饌
之
尽
水
陸

加
以
崑
崙
之
萍

播
徳
音
於
楽
章

還
嘲
漢
室
重
輪
之
月

得
扶
翼
於
戚
里

誰
招
商
山
四
皓
之
霜

匡
衡

以
太
子
賓
客

忝
列
敬
師
之
初
筵

以
翰
林
主
人

敢
記
崇
学
之
盛
事
云
爾

｢

七
言
冬
日
陪
東
宮
聴
第
一
皇
孫
初
読
御
註
孝
経
応
令
一
首｣

(『

江
吏
部
集』

巻
中
・『

本
朝
文
粋』

巻
九)

①
の
詩
序
の
自
謙
句
は
実
は
菅
原
文
時
の
詩
序｢

秋
日
聴
第
八
皇
子

始
読
御
注
孝
経｣

(『

本
朝
文
粋』

巻
第
九)

の
自
謙
句
に
倣
っ
た
も
の

で
あ
る
。
文
時
の
詩
序
で
は｢

位
纔
正
議
大
夫
、
官
猶
員
外
吏
部
。
染

学
而
老
、
倦
朝
而
衰｣

と
あ
り
、
老
い
て
な
お
期
待
通
り
の
官
位
に
付

け
な
い
こ
と
を
嘆
く
と
い
う
内
容
も
含
め
て
①
の
句
の
粉
本
と
な
っ
て

い
る
が
、
文
時
の
官
は
員
外
吏
部
、
す
な
わ
ち
式
部
権
大
輔
で
あ
っ
て
、

東
宮
学
士
で
は
な
い
。
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②
の
時
匡
衡
は
式
部
権
大
輔
で
、
東
宮
学
士
と
文
章
博
士
を
兼
ね
て

い
た
が
、
末
尾
で
名
乗
る
の
は｢

太
子
賓
客｣

す
な
わ
ち
東
宮
学
士
と

｢

翰
林
主
人｣
す
な
わ
ち
文
章
博
士
の
二
官
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
詩
序

が
匡
衡
が
東
宮
学
士
と
し
て
仕
え
た
皇
太
子
居
貞
親
王
の
第
一
皇
子
の

読
書
初
め
の
際
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、｢

太
子
賓
客｣
と
い
う
完
全
な
形
で
は
な
い
が
、
匡
衡
に
は

も
う
一
例
、
東
宮
学
士
を
賓
客
と
称
し
た
例
が
見
え
る
。

③

東
海
為
使
君

北
闕
為
侍
臣

東
宮
為
賓
客

北
堂
為
主
人

李
部
為
大
卿

芸
閣
為
別
当

一
身
兼
六
事
者
古
今
所
未
聞

也
…
…

長
保
三
年
三
月
三
日

尾
張
守
大
江
朝
臣
匡
衡

｢

奉
行
成
状｣

(『

本
朝
文
粋』
巻
七)

こ
の
書
状
は
、
長
保
三
年
、
念
願
の
尾
張
守
と
な
っ
た
匡
衡
が
、
着

任
の
喜
び
を
尾
張
か
ら
都
の
藤
原
行
成
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。
匡
衡

は
尾
張
守
を
含
め
一
身
に
六
事
を
兼
ね
る
こ
と
を
誇
る
が
、
そ
の
う
ち

東
宮
学
士
で
あ
る
こ
と
を｢

東
宮
に
は
賓
客
為
り｣

と
述
べ
る
。
こ
れ

は｢

太
子
賓
客｣

を
ふ
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。

以
上
、
右
に
揚
げ
た
三
例
は
い
ず
れ
も
、
詩
序
や
書
状
の
本
文
中
に

あ
っ
て
匡
衡
自
身
の
東
宮
学
士
の
職
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
例
以
外
に
、『

本
朝
文
粋』

中
に
は
、
匡
衡
が
自
身
の
官

に
つ
い
て
唐
名
で
は
な
く
正
式
名
称
の｢

東
宮
学
士｣

と
記
し
た
例
が

以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
五
例
あ
る
。

④

正
五
位
下
行
式
部
権
少
輔
兼
東
宮
学
士
文
章
博
士
越
前
権
守
大

江
朝
臣
匡
衡
誠
惶
誠
恐
謹
言

本
文
略

長
徳
三
年
七
月
廿
日
正
五
位
下
行
式
部
少
輔
兼
東
宮
学
士
文
章

博
士
越
前
権
守
大
江
朝
臣
匡
衡

｢

請
特
蒙
天
裁
召
問
諸
儒
決
是
非
今
月
十
七
日
文
章
生

試
判
違
例
不
穏
雑
事
状｣

(

巻
第
七

大
江
匡
衡)

⑤

正
五
位
下
行
式
部
権
少
輔
兼
東
宮
学
士
文
章
博
士
越
前
権
守
大

江
朝
臣
匡
衡
解
申
進
申
文
事

｢

請
重
蒙
天
裁
弁
定
大
内
記
紀
斉
明
称
有
病
累
瑕
瑾
所
難

学
生
大
江
時
棟
奉
試
詩
状｣

(

巻
第
七

大
江
匡
衡)

⑥

但
春
宮
大
進
・
東
宮
学
士
、
同
時
為
美
濃
尾
張
之
守
。
古
今
希

有
之
事
也
。
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｢

報
頼
光
書｣

(

巻
第
七

大
江
匡
衡)

⑦

某
式
部
権
大
輔
・
昇
殿
侍
読
・
東
宮
学
士
・
尾
張
守
、
是
殿
下

吹
挙
之
力
也
。

｢

可
被
上
啓
挙
周
明
春
所
望
事｣

(

巻
第
七

大
江
匡
衡)

⑧

国
宰
正
四
位
下
行
式
部
権
大
輔
兼
東
宮
学
士
大
介
大
江
朝
臣
匡

衡
、
稽
首
例
足本

文
略

寛
弘
元
年
十
月
十
四
日
正
四
位
下
行
式
部
権
大
輔
兼
春
宮
学
士

大
江
朝
臣
匡
衡｢

於
尾
張
国
熱
田
神
社
供
養
大
般
若
経
願
文｣
(

巻
第
十
三

大
江
匡
衡)

こ
れ
ら
の
う
ち
④
、
⑤
、
⑧
の
三
例
は
本
文
で
は
な
く
、
匡
衡
自
身

の
署
名
の
部
分
で
あ
る
。
⑥
、
⑦
は
書
状
の
例
だ
が
、
⑥
で
は
源
頼
光

と
匡
衡
が
と
も
に
皇
太
子
居
貞
親
王
に
仕
え
る
春
宮
大
進
と
東
宮
学
士

で
あ
っ
て
、
か
つ
美
濃
国
と
尾
張
国
と
い
う
隣
同
士
の
国
守
に
任
ぜ
ら

れ
た
こ
と
を
前
例
の
な
い
こ
と
と
述
べ
て
お
り
、
⑦
も
自
身
が
四
官
を

兼
任
し
て
い
る
こ
と
を
例
を
見
な
い
特
別
な
こ
と
と
す
る
例
で
あ
る
。

官
職
に
つ
い
て
の
唐
名
と
正
式
呼
称
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
、
工
藤

重
矩｢

平
安
朝
に
お
け
る
官
職
唐
名
の
文
学
的
側
面｣

(
『

平
安
朝
和

歌
漢
詩
文
新
考

継
承
と
批
判』

風
間
書
房)

に

申
文
で
も
、
申
請
者
の
官
位
と
申
請
す
る
官
職
と
は
省
略
な
し

の
完
全
な
正
式
呼
称
で
、
経
歴
や
前
例
な
ど
を
記
す
部
分
は
原
則

と
し
て
正
式
呼
称
で
あ
る
が
、
心
情
を
吐
露
し
て
訴
え
る
部
分
で

は
唐
名
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
五
例
も
す
べ
て
こ
の
記
述
に
一
致
す
る
。

『

本
朝
文
粋』

に
は
あ
と
一
例
、
匡
衡
に
つ
い
て
の｢

東
宮
学
士｣

の
用
例
が
あ
る
。

⑨

式
部
大
輔
・
文
章
博
士
・
東
宮
学
士
・
位
昇
四
品
、
身
師
一
人
。

｢

返
納
貞
観
政
要
十
巻
返
事｣

(

巻
第
七

藤
原
行
成)

⑨
は
匡
衡
の
作
で
は
な
い
が
、
彼
が
書
状
を
送
っ
た
藤
原
行
成
か
ら

の
返
書
で
あ
り
、
匡
衡
の
経
歴
を
記
す
部
分
で
あ
る
。

以
上
は
、『

江
吏
部
集』

『

本
朝
文
粋』

中
の
匡
衡
自
身
の
官
職｢

東

宮
学
士｣

の
正
式
呼
称
と
唐
名
の
使
い
分
け
の
例
で
あ
る
。
東
宮
学
士

の
唐
名｢

太
子
賓
客｣

の
使
用
例
は
、
他
の
官
職
の
正
式
呼
称
と
唐
名

の
使
い
分
け
と
同
様
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
匡
衡
に
と
っ
て
、
東

宮
学
士
の
唐
名｢

太
子
賓
客｣

は
以
下
に
考
察
す
る
と
お
り
、
特
別
な

も
の
で
あ
っ
た
。
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二

匡
衡
の
詩
文
中
に
は
自
身
以
外
の
東
宮
学
士
を
指
す
例
が
三
例
存
す

る
が
、
三
例
と
も
に｢
太
子
賓
客｣

以
外
の
語
が
使
わ
れ
る
。

⑩

策
家
居
内
官
兼
受
領
例

文
章
博
士
菅
原
是
善
兼
伊
予
守

式
部
少
輔
大
江
音
人
兼
丹
波
守

東
宮
学
士
高
階
成
忠
兼
大
和
守

｢

請
殊
蒙
天
恩
依
検
非
違
使
労
兼
任
越
前
尾
張
等
国
守
闕
状｣

(
巻
第
六
大
江
匡
衡)

⑪

冬
日
侍
飛
香
舎
聴
第
一
皇
子
初
読
御
註
孝
経
応
製
詩
一
首

(『

江
吏
部
集』

巻
中
・『

本
朝
麗
藻』
巻
下)

呂
望
授
来
文
武
学

桓
栄
独
遇
漢
明
時

幸
伝
延
喜
明
時
例

天
子
儲
皇
皇
子
師

[

延
喜
聖
代
祖
父
為
天
子
師
為
東
宮
学
士
。
兼
復
授
十
一
皇
子
。

其
皇
子
即
天
暦
聖
主
也
。
誇
之
漢
家
。
本
朝
未
有
此
比
。
今

日
有
感
故
献
此
句]

⑫

早
夏
諸
客
賀
予
再
兼
翰
林
不
堪
情
感
聊
不
一
絶[

付
小
序]

(『

江
吏
部
集』

巻
中)

予
今
年

正
月
拝
尾
州
刺
史

三
月
兼
翰
林
主
人

蓋
聖
上
好
文

賢
相
重
詩
之
所
致
也

於
是

賀
州
源
刺
史
青
宮
菅
学
士

枉
華
軒
与
門
生
四
五
輩

来

賀
恩
之
深
也

※
青
宮
菅
学
士
は
菅
原
宣
義

三
条
天
皇
東
宮
学
士
、
文
時
孫

以
上
三
例
の
う
ち
、
⑩
と
⑪
は
、
⑩
が
申
文
の
中
で
自
身
が
申
請
し

て
い
る
受
領
職
の
前
例
と
し
て
高
階
成
忠
の
官
職
を
挙
げ
て
い
る
部
分
、

⑪
が
詩
の
自
注
で
祖
父
維
時
卿
が
侍
読
と
東
宮
学
士
を
歴
任
し
た
前
例

を
揚
げ
る
部
分
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
は
正
式
名
称
を
用
い
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
⑫
は
詩
序
中
の
例
で
、
匡
衡
の
文
章
博
士
再
任
祝
い

に
来
訪
し
て
く
れ
た
客
を
そ
れ
ぞ
れ｢

賀
州
源
刺
史｣

、｢

青
宮
菅
学
士｣

と
呼
ん
で
い
る
。｢

賀
州
刺
史｣

は
加
賀
守
、｢

青
宮
学
士｣

は
東
宮
学

士
で
あ
る
。｢

青
宮
学
士｣

は『

二
中
歴』

や『

拾
芥
抄』

の
挙
げ
る

唐
名
で
は
な
い
が
、｢

青
宮｣

は
東
宮
の
唐
名
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
匡
衡
自
身
の
官
職
も
尾
張
守
を｢

尾
州
刺
史｣

、
文
章
博

士
を｢
翰
林
主
人｣

と
唐
名
で
称
し
て
い
る
の
で｢

青
宮
学
士｣

を
唐

名
と
し
て
使
用
し
て
い
る
と
判
断
し
て
よ
い
。

本
詩
序
は
匡
衡
が
正
月
に
尾
張
守
を
拝
し
、
三
月
に
文
章
博
士
を
兼
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任
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
寛
弘
六
年
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

(

注
５)

。

こ
の
二
人
の
う
ち
賀
州
源
刺
史
は
特
定
で
き
な
い
が
、
青
宮
菅
学
士

は
菅
原
宣
義
で
あ
る
。
宣
義
は
菅
原
文
時
の
孫
で
、
前
年
の
寛
弘
五
年

(

一
〇
〇
八)
に
匡
衡
に
替
わ
っ
て
居
貞
親
王
の
東
宮
学
士
と
な
っ
て

い
た

(

注
６)

。
匡
衡
が
詩
序
中
で
自
身
の
東
宮
学
士
の
職
を｢

太
子
賓
客｣

の
唐
名

で
称
し
た
の
は
既
に
先
に
挙
げ
た
①
の
寛
弘
四
年
と
②
の
長
保
二
年
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
菅
学
士
こ
と
菅
原
宣
義
を｢

太
子
賓
客｣

と
称
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
。
賀
州
源
刺
史
の
呼
称
の
よ
う
に
、
間

に
菅
を
入
れ
る
こ
と
が｢

太
子
賓
客｣
の
語
で
は
難
し
か
っ
た
と
し
て

も
、
用
例
③
の
よ
う
に｢

賓
客｣

の
み
を
唐
名
と
し
て
使
い
、
東
宮
菅

賓
客
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
は
、

匡
衡
に
と
っ
て｢

太
子
賓
客｣

と
は
自
身
の
場
合
に
だ
け
使
う
特
別
な

唐
名
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
、
匡
衡
以
外
の
作
者
に
よ
る
東
宮
学
士
と
そ
の
唐
名
の
使
用

例
を
見
て
お
き
た
い
。
と
は
い
え
、
匡
衡
と
同
時
代
の
用
例
は
少
な
い
。

ま
た
、『

平
安
朝
漢
文
学
総
合
索
引』

に
よ
れ
ば
、
一
条
朝
以
外
の
漢

詩
文
作
品
で
は
東
宮
学
士
の
呼
称
は
正
式
呼
称
ば
か
り
で
唐
名
の
用
例

は
ほ
と
ん
ど
な
い

(

注
７)

。

匡
衡
と
同
時
代
の
他
の
作
者
の
用
例
は
先
に
挙
げ
た
藤
原
行
成
書
状

の
⑨
以
外
に
、『

本
朝
麗
藻』

に
一
例
が
あ
る
。

⑬

所
謂
、
左
少
丞
菅
祭
酒
・
兵
部
藤
侍
郎
・
太
子
学
士
藤
尚
書
・

肥
州
平
刺
史
・
美
州
源
別
駕
・
前
藤
総
州
・
李
部
源
夕
郎
・
慶

内
史
・
高
外
史
是
也
。

｢

初
冬
感
李
部
橘
侍
郎
見
過
懐
旧
命
飲｣

藤
原
有
国

(『

本
朝
麗
藻』

巻
下)

｢

太
子
学
士｣

は『

二
中
歴』

『

拾
芥
抄』

に
は
見
え
な
い
が
、
詩
題

中
の｢

李
部
侍
郎｣

、
詩
序
中
の｢

左
少
丞｣

以
下
、
他
の
官
名
が
唐

名
で
あ
る
の
で
こ
れ
も
一
種
の
唐
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
太
子
学
士
藤
尚
書
は
右
少
弁
藤
原
惟
成
、
本
詩
序
冒
頭
に｢

天
元

五
載｣

と
あ
る
そ
の
天
元
五
年(

九
八
三)

に
師
貞
親
王(

花
山
天
皇)

の
東
宮
学
士
と
な
っ
た
。
本
詩
序
は
円
融
朝
の
作
品
で
あ
り
、
先
に
挙

げ
た
匡
衡
の
詩
序
よ
り
も
前
の
作
品
で
あ
る
が
、｢

太
子
学
士｣

の
代

わ
り
に｢

太
子
賓
客｣

と
使
う
こ
と
に
不
都
合
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

あ
る
い
は｢

太
子
賓
客｣

は
匡
衡
か
ら
始
ま
る
唐
名
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

三

こ
こ
で
、
中
国
、
唐
に
お
け
る｢

太
子
賓
客｣

の
職
掌
と
典
故
を
確
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認
し
て
お
き
た
い
。

宋
代
の
類
書『

太
平
御
覧』

に
は『

唐
六
典』

と『

漢
書』

を
引
い

て
次
の
よ
う
に
い
う
。

六
典
曰
、
太
子
賓
客
掌
侍
従
・
規
諫
・
賛
相
礼
儀
、
而
先
後
焉
。

凡
皇
太
子
有
賓
客
、
宴
会
則
為
之
上
歯
。

漢
書
曰
、
高
祖
欲
廃
太
子
。
呂
后
用
張
良
計
、
致
商
山
四
皓
以
為

賓
客
。
又
孝
武
帝
為
太
子
、
立
慱
望
苑
、
以
使
通
賓
客
、
則
其
義

也
。『

太
平
御
覧』

巻
二
百
四
十
五｢
職
官
部
四
十
三｣

太
子
賓
客

す
な
わ
ち
太
子
賓
客
は
、
太
子
に
付
き
従
っ
て
、
諫
め
、
礼
儀
を
た
す

け
る
こ
と
を
つ
か
さ
ど
り
、
そ
の
起
源
は
、
漢
の
高
祖
が
太
子
を
廃
そ

う
と
し
た
時
、
太
子
の
母
呂
后
は
商
山
の
四
皓
を
招
き
賓
客
と
し
て
太

子
を
補
佐
さ
せ
て
そ
の
地
位
を
守
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

匡
衡
も
、
こ
の
商
山
の
四
皓
の
故
事
を
ふ
ま
え
て
、
用
例
①
で
は

｢

黄
綺
に
亜
ぎ
て
齢
傾
き
ぬ｣

す
な
わ
ち
、
自
分
は
四
皓
の
う
ち
の
夏

黄
公
と
綺
里
季
に
次
ぐ
程
の
高
齢
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
い
、
②
で

も｢

扶
翼
を
戚
里
に
得
た
れ
ば
、
誰
か
商
山
四
皓
の
霜
を
招
か
ん｣

す

な
わ
ち
、
第
一
皇
孫
に
は
外
戚
藤
原
一
族
の
助
け
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
地
位
を
守
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
商
山
か
ら
四
人
の
白
髪
の
老
人
を

招
く
必
要
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
①
の

詩
序
の
時
点
で
匡
衡
は
五
十
六
歳
、｢

黄
綺
に
亜
ぎ
て｣

は
聊
か
大
仰

で
あ
る
が
、
匡
衡
は
こ
の
こ
ろ
体
の
不
調
を
覚
え
て
お
り
、
こ
の
五
年

後
に
は
他
界
す
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
単
な
る
修
辞
を
越
え
た
実
感

で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
②
は
東
宮
太
子
＝
太
子
賓
客
で
あ
る
匡
衡
自

身
に
つ
い
て
の
言
及
で
は
な
い
が
、
四
皓
の
故
事
を
挙
げ
る
の
は｢

太

子
賓
客｣

か
ら
の
連
想
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
匡
衡
は
唐
名｢

太

子
賓
客｣

の
中
国
に
お
け
る
理
解
し
た
上
で
詩
序
を
作
成
し
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
安
朝
の
人
々
が｢

太
子
賓
客｣

の
語
か
ら
連
想

す
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
東
宮
学
士
や
商
山
の
四
皓
で
は
な
か
っ
た
。

平
安
朝
漢
詩
文
に
お
け
る｢

太
子
賓
客｣

の
用
例
を
探
す
と
、
前
述

の
匡
衡
の
東
宮
学
士
の
唐
名
と
し
て
の
二
例
以
外
に
次
に
挙
げ
る
四
例

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
白
居
易
を
指
し
て
い
る
。

⑭

晋
建
威
将
軍
劉
伯
倫
嗜
酒

作
酒
徳
頌
伝
於
世

唐
太
子
賓
客
白
楽
天
亦
嗜
酒

作
酒
功
讃
以
継
之

(｢

酒
功
賛
序｣

白
居
易『

和
漢
朗
詠
集』

巻
下

酒)
⑮

晋
騎
兵
参
軍
王
子
猷
、
種
而
称
此
君
、
唐
太
子
賓
客
白
楽
天
、

愛
而
為
我
友
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｢

冬
夜
守
庚
申
同
賦
修
竹
冬
青｣

藤
原
篤
茂

(『

本
朝
文
粋』

巻
十
一)

⑯

是
以
吏
部
停
盃

詠
唐
太
子
賓
客
白
楽
天
之
於
慈
恩
寺
所
作

紫
藤
花
落
鳥
関
関
句

即
命
座
客
各
賦
其
心

｢

三
月
尽
日
遊
五
覚
院
同
賦
紫
藤
花
落
鳥
関
関｣

源
順

(『

本
朝
文
粋』

巻
十
一)

⑰

左
相
府
者
王
佐
之
重
器
也

興
立
礼
楽
之
中
衰

彌
縫
文
章

之
殆
絶

詢
四
方
而
居
露
才

開
漢
公
孫
丞
相
之
東
閤

携
三
友
而
賞
風
景

写
唐
太
子
賓
客
之
北
窓

｢

七
言
暮
秋
陪
左
相
府
書
閣
同
賦
寒
花
為
客
栽｣

(『

江
吏
部
集』

巻
下
・『

本
朝
文
粋』
巻
十
一)

⑭
は『

和
漢
朗
詠
集』

下
巻
に
収
め
ら
れ
た
、
白
居
易
の｢

酒
功
賛

序｣

の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
白
居
易
は
、
唐
の
大
和
三
年(

八
二
九)
、

五
八
歳
で
太
子
賓
客
と
な
り
洛
陽
に
分
司
し
た
。｢

酒
功
賛
并
序｣

は

そ
の
こ
ろ
の
作
品
で
、
こ
こ
で
白
居
易
は｢

酒
徳
頌｣

を
作
っ
た
晋
の

劉
伶
と
並
ぶ
者
と
し
て
自
ら
を｢

唐
太
子
賓
客
白
楽
天｣

と
称
す
る
の

で
あ
る
。

⑮
以
下
三
例
は
本
朝
の
例
で
あ
る
。
⑮
の
藤
原
篤
茂
の
詩
序
で
は

｢

晋
騎
兵
参
軍
…
、
唐
太
子
賓
客
…｣

と
い
う
対
句
の
形
式
か
ら
⑭
の

｢

酒
功
賛
序｣

の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
⑯
の
源
順
の
詩
序
は
白
居
易
の｢

酬
元
員
外
三
月
三
十
日
慈
恩
寺

相
憶
見
寄｣

(『

白
氏
文
集』

九
九
〇

(

注
８))

中
の｢

紫
藤
花
落
鳥
関
関｣

を

句
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
が

(

注
９)

、
こ
の
詩
は
白
居
易
が
江
州
司
馬
と
し
て

左
遷
さ
れ
て
い
た
元
和
十
二
年(

八
一
七)

の
作
で
あ
り
、
当
然
の
事

な
が
ら
太
子
賓
客
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も｢

唐
太

子
賓
客
白
楽
天
の
慈
恩
寺
に
作
る
所
の｣

と
述
べ
る
の
は｢

唐
太
子
賓

客｣

が
白
居
易
の
代
名
詞
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い

か
。
そ
れ
は
⑰
の
匡
衡
の
詩
序
に
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

白
楽
天
の
名
は
出
て
い
な
い
が
、｢

唐
太
子
賓
客
の
北
窓｣

の
語
は
、

平
安
朝
文
人
の
間
で
有
名
だ
っ
た｢

北
窓
三
友｣

詩(『

白
氏
文
集』

二
九
八
五)

を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
太
子
賓
客
は
白
居
易
を
意
味

し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
平
安
朝
漢
詩
文
に
お
い
て｢

太
子
賓
客｣

の
語
を
用

い
た
場
合
、
そ
れ
が
東
宮
学
士
の
唐
名
と
し
て
の
使
用
だ
と
し
て
も
、

読
む
も
の
に
白
居
易
を
連
想
さ
せ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
匡
衡

も
当
然
そ
れ
を
意
図
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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四

い
っ
た
い
、
東
宮
学
士
と
い
う
職
と
白
居
易
と
い
う
人
物
は
、
大
江

家
、
特
に
大
江
匡
衡
に
と
っ
て
は
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
。

匡
衡
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
帝
師
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
卿
相
の

位
に
昇
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
こ
と
は
先
学
に
よ
っ
て
詳
細
に
論
じ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(

注
�)

。
帝
師
と
な
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
匡
衡
の
元

服
時
の
祖
父
維
時
卿
の
言
葉
か
ら
始
ま
っ
た
。

⑱

十
三
加
元
服

祖
父
在
其
筵

提
耳
殷
勤
誡
努
力
可
攻
堅

我
以
稽
古
力

早
備
公
卿
員

汝
有
帝
師
体

必
遇
文
王
田

…
…
四
十
六
学
士

龍
楼
景
気
妍

四
十
七
四
品

職
主
衡
与
銓

其
年
秋
九
月
…
…
後
未
幾
日

昇
殿
接
神
仙

近
左
右
師
子

攀
楼
殿
環�

執
巻
授
明
主

縦
容
冕
旒�

尚
書
十
三
巻

老
子
亦
五
千

文
選
六
十
巻

毛
詩
三
百
篇

加
以
孫
羅
注

加
以
鄭
之
箋

捜
史
記
滞
義

追
謝
司
馬
遷

叩
文
集
疑
門

仰
慙
白
楽
天
…
…

｢

述
懐
古
調
詩
一
百
韻｣

(『

江
吏
部
集』

巻
中)

祖
父
維
時
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
天
皇
の
師
と
な
る
相
の
あ
る

匡
衡
は
、
努
力
す
れ
ば
必
ず
天
皇
か
ら
引
き
立
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
、

｢

述
懐
古
調
詩
一
百
韻｣

は
匡
衡
五
十
六
歳
の
作
だ
が
、
少
年
の
日

の
記
憶
が
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
三
十
年
あ
ま
り
経
っ

て
四
十
六
歳
で
東
宮
学
士
と
な
っ
た
と
き
、
匡
衡
は
祖
父
の
言
葉
が
実

現
し
た
か
の
よ
う
に
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。｢

龍
楼
の
景
気
に
妍な

る｣

の

句
に
は
匡
衡
の
得
意
が
現
れ
て
い
る
。
翌
年
に
は
、
一
条
天
皇
の
侍
読

に
も
な
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
先
に
挙
げ
た
②
で
、
末
尾
自
謙
句
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、｢

太
子
賓
客
た
る
を
以
て
敬
師
の
初
筵
に
列
な
り
、

翰
林
学
士
た
る
を
以
て
崇
学
の
盛
事
を
記
す｣

と
自
尊
と
い
っ
て
よ
い

く
ら
い
誇
ら
し
げ
に
自
ら
の
職
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
よ

う
。
こ
の
時
匡
衡
は
東
宮
学
士
補
任
か
ら
三
年
後
の
四
十
九
歳
、
東
宮

学
士
、
文
章
博
士
、
式
部
権
大
輔
と
、
儒
者
の
要
職
三
官
を
兼
帯
し
て

い
た
。
祖
父
が
語
っ
た
、｢

稽
古
の
力
を
以
て｣

｢

公
卿
の
員
に
備
ふ｣

こ
と
が
手
の
届
く
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
い
た
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

祖
父
維
時
も
ま
た
東
宮
学
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
匡
衡
に
強
く
印
象
づ

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
見
た
⑪
詩
の
自
注
か
ら
も
伺
え
る
。
寛

弘
二
年(

一
〇
〇
五)

の
一
条
天
皇
第
一
皇
子
敦
康
親
王
の
読
書
始
に

お
い
て
、
匡
衡
は
祖
父
が
延
喜
の
帝(

醍
醐
天
皇)

の
侍
読
で
あ
り
、

同
時
に
東
宮
成
明
親
王
の
東
宮
学
士
で
あ
っ
た
こ
と
、
と
同
時
に
第
十

一
皇
子
寛
明
親
王
に
も
学
問
を
授
け
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
れ
は
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中
国
で
も
日
本
で
も
比
べ
る
も
の
の
な
い
功
績
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
東
宮
学
士
で
あ
る
自
身
を
祖
父
と
並
べ
、
帝

師
た
る
こ
と
が
大
江
家
の
伝
統
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。家

の
伝
統
と
い
え
ば
、
白
居
易
と
彼
の『

白
氏
文
集』

も
ま
た
大
江

家
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
⑱
の｢

述
懐
古
調
詩
一
百
韻｣

で
は
、

四
十
七
歳
の
秋
に
一
条
天
皇
か
ら
召
さ
れ
た
後
、
侍
読
と
し
て
多
く
の

漢
籍
を
教
授
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
中
に
は『

白
氏
文
集』

も

含
ま
れ
て
い
る
。

⑲

近
日
蒙
綸
命
点
文
集
七
十
巻
。
夫
江
家
之
為
江
家
白
楽
天
之
恩

也
。
故
何
者
。

延
喜
聖
代
千
古
維
時
父
子
共
為
文
集
之
侍
読
。
天
暦
聖
代
維
時

斉
光
父
子
共
為
文
集
之
侍
読
。

天
禄
御
�
斉
光
定
基
父
子
共
為
文
集
之
侍
読
。
爰
当
今
盛
興
延

喜
天
暦
之
故
事
。

匡
衡
独
為
文
集
之
侍
読
。
挙
周
未
遇
昇
。
欲
罷
不
能
以
詩
慰
意
。

研
朱
仰
鳳
点
文
集

汗
竹
割
鶏
居
武
城

若
用
父
功
応
賞
子

老
栄
欲
擬
昔
桓
栄

(『

江
吏
部
集』

巻
中)

⑲
詩
に
お
い
て
、
匡
衡
は
勅
に
よ
り『

白
氏
文
集』

七
十
巻
に
加
点

し
一
条
天
皇
に
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
い
、
曾
祖
父
千
古
か
ら
四

代
に
わ
た
っ
て
醍
醐
・
村
上
・
円
融
の
三
代
の
天
皇
に『

白
氏
文
集』

を
講
じ
て
き
た
伝
統
を
述
べ
る
。
そ
し
て｢

江
家
の
江
家
た
る
は
白
楽

天
の
恩
な
り｣

と
ま
で
言
い
切
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
匡
衡
に
と
っ
て｢

太
子
賓
客｣

と
い
う
語

が
単
な
る
東
宮
学
士
の
唐
名
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

は
自
明
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
将
来
の
帝
師
を
保
障
す
る
東
宮
学
士
と

大
江
家
の
伝
統
を
支
え
る
白
居
易
の
両
方
を
意
味
す
る
語
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
匡
衡
が
唐
名｢

太
子
賓
客｣

を
自
分
以
外

に
使
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

五

さ
て
、
で
は
白
居
易
自
身
に
と
っ
て｢

太
子
賓
客｣

は
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

白
居
易
が
太
子
賓
客
の
職
を
拝
す
る
の
は
唐
大
和
三
年
、
五
十
八
歳

の
時
で
あ
る
。
し
か
も
洛
陽
で
の
分
司
の
職
で
、
実
際
の
職
務
は
無
い

に
等
し
く
、
名
誉
職
的
な
閑
職
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
政
界
引
退
も
同
然

の
状
況
と
い
っ
て
よ
い
。
以
下
に『

白
氏
文
集』

か
ら
詩
題
に｢

太
子
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賓
客｣

乃
至｢

分
司｣

の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
詩
文
を
い
く
つ
か
挙
げ

る
。

�
授
太
子
賓
客
帰
洛

[

自
此
後
東
都
作](

大
和
三
・
洛
陽)

南
省
去
払
衣

東
都
来
掩
扉

病
将
老
斉
至

心
与
身
同
帰

白
首
外
縁
少

紅
塵
前
事
非

懐
哉
紫
芝
叟

千
載
心
相
依

(『

白
氏
文
集』

二
二
七
四)

�

病
免
後
喜
除
賓
客

(

大
和
三
・
長
安)

臥
在�

浜
満
十
旬

起
為
商
皓
伴
三
人

従
今
且
莫
嫌
身
病

不
病
何
由
索
得
身

(『

白
氏
文
集』
二
七
一
八)

�

分
司
初
到
洛
中
偶
題
六
韻
兼
戯
呈
馮
尹(

大
和
三
・
洛
陽)

相
府
念
多
病

春
宮
容
不
才

官
銜
依
口
得

俸
禄
逐
身
来

白
首
林
園
在

紅
塵
車
馬
迴

招
呼
新
客
旅

掃
掠
旧
池
台

小
舫
宜
攜
楽

不
知
金
谷
主

早
晩
賀
筵
開

(『

白
氏
文
集』

二
八
一
一)

�

自
賓
客
遷
太
子
少
傅
分
司

(

大
和
九
・
洛
陽)

頭
上
漸
無
髪

耳
間
新
有
毫

形
容
逐
日
老

官
秩
随
年
高

優
饒
又
加
俸

閑
穏
仍
分
曹

飲
食
免
藜�

居
処
非
蓬
蒿

何
言
家
尚
貧

銀
�
提
緑
醪

勿
謂
身
未
貴

金
章
照
紫
袍

誠
合
知
止
足

豈
宜
更
貪
饕

黙
然
心
自
問

於
国
有
何
労

(『

白
氏
文
集』

三
〇
三
一)

�

韋
七
自
太
子
賓
客
再
除
秘
書
監
以
長
句
賀
而
餞
之

(

大
和
九
・
洛
陽)

離
筵
莫
愴
且
同
歓

共
賀
新
恩
拝
旧
官

屈
就
商
山
伴
麋
鹿

好
帰
芸
閣
狎
�
鸞

落
星
石
上
蒼
苔
古

画
鶴
庁
前
白
露
寒

老
監
姓
名
題
在
壁

相
思
試
為
払
塵
看

(『

白
氏
文
集』

三
二
二
六)

�

池
上
扁
并
序

大
和
三
年
夏
、
楽
天
始
得
請
為
太
子
賓
客
、
分
秩
於
洛
下
、
息

躬
於
池
上
。
凡
三
任
所
得
、
四
人
所
与
、�

吾
不
才
身
、
今
率

為
池
中
者
矣
。
毎
至
池
風
春
、
池
月
秋
、
水
香
蓮
開
之
旦
、
露

清
鶴
唳
之
夕
、
払
楊
石
、
挙
陳
酒
、
援
崔
琴
、
弾
姜《

秋
思》

、

頽
然
自
適
、
不
知
其
他
。

(『

白
氏
文
集』

二
九
二
八)
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傍
線
部
か
ら
は
、
白
居
易
は
老
い
と
病
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
太

子
賓
客
の
俸
禄
や
身
分
に
満
足
し
、
紅
塵
す
な
わ
ち
世
俗
の
雑
務
に
煩

わ
さ
れ
な
い
隠
遁
者
と
し
て
の
境
遇
に
満
足
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
心
か
ら
の
自
適
の
境
地
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。�

の
詩
題
の｢
太
子
賓
客｣

は
白
居
易
自
身
の
そ
れ
で
は
な
く
、

友
人
の
韋
七
の
職
で
あ
り
、
彼
が
太
子
賓
客
分
司
か
ら
秘
書
監
に
除
さ

れ
再
び
朝
廷
の
中
枢
に
戻
る
こ
と
を
祝
福
し
た
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
白

居
易
は
太
子
賓
客
で
あ
っ
た
こ
と
を｢

屈
し
て
商
山
に
就
き
て
麋
鹿
を

伴
と
す｣

と
言
い
、
山
中
に
隠
居
す
る
不
本
意
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

表
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
都
に
栄
転
す
る
友
人
に
贈
る
言
葉
で
あ
る
か

ら
こ
れ
ま
で
の
境
遇
を
卑
下
す
る
の
は
あ
る
程
度
儀
礼
的
な
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
尾
聯
で｢

老
監｣

す
な
わ
ち
白
居
易
の
姓
名
が

秘
書
省
の
壁
に
残
っ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
塵
を
払
っ
て
見
て
ほ
し
い
と

い
う
の
は
、
白
居
易
自
身
の
都
で
の
顕
職
に
対
す
る
未
練
で
あ
る
。

平
安
朝
の
文
人
た
ち
よ
く
知
ら
れ
た�

の｢

池
上
篇｣

に
は
、
太
子

賓
客
と
し
て
洛
陽
の
邸
宅
の
池
の
ほ
と
り
で
酒
と
琴
を
友
と
し
て
泰
然

自
適
の
生
活
を
楽
し
む
白
居
易
の
姿
が
描
か
れ
る
が
、『

白
氏
文
集』

七
十
巻
に
加
点
し
、
一
条
天
皇
の
文
集
侍
読
を
勤
め
た
匡
衡
は
、｢

太

子
賓
客｣

白
居
易
の
あ
る
種
屈
折
し
た
心
境
を
理
解
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
。

こ
こ
で
も
う
一
度
、
本
稿
冒
頭
の
詩
序
に
立
ち
戻
っ
て
み
た
い
。
長

保
二
年
に
は
式
部
権
大
輔
と
文
章
博
士
、
東
宮
学
士
の
三
官
を
兼
任
し
、

翌
長
保
三
年
に
は
尾
張
守
の
職
も
加
わ
り
殿
上
人
に
し
て
図
書
寮
別
当

と
一
身
に
六
事
を
兼
ね
る
こ
と
を
誇
っ
て
い
た
匡
衡
も
、
そ
の
後
次
々

と
任
を
終
え
五
年
後
の
寛
弘
四
年
に
は
、
東
宮
学
士
を
残
す
の
み
と
な
っ

て
い
た
。
東
宮
学
士
は
大
江
家
の
家
風
を
嗣
ぐ
職
と
は
い
っ
て
も
、
一

般
的
に
は
決
し
て
顕
職
で
は
な
い
。
匡
衡
に
し
て
み
れ
ば
、
五
年
前
に

は
公
卿
の
一
員
と
な
る
参
議
補
任
ま
た
は
従
三
位
昇
進
は
目
前
と
期
待

も
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
今
と
な
っ
て
は
そ
れ
は
い
よ
い
よ
遠
ざ
か
っ

て
い
く
よ
う
な
不
安
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

｢

位
は
纔
か
に
正
議
大
夫｣

の
句
は
三
位
に
昇
れ
な
い
匡
衡
の
不
遇

感
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て｢

太
子
賓
客｣

の
語
が
先
述
の
よ
う
に
、
匡
衡
に
と
っ

て
大
江
家
の
伝
統
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、｢

職
は
只
だ

太
子
賓
客｣

の
句
は
匡
衡
の
自
尊
心
を
表
す
と
同
時
に
、｢

太
子
賓
客｣

白
楽
天
の
屈
折
し
た
心
境
を
理
解
し
た
上
で
彼
に
自
己
を
投
影
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

匡
衡
の
唐
名｢

太
子
賓
客｣

の
用
法
は
、
匡
衡
独
特
の
白
居
易
受
容

の
一
面
で
あ
っ
た
。
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注

注
１

『
日
本
紀
略』

寛
弘
四
年
三
月
三
日
条

注
２

『
拾
芥
抄』

｢

官
位
唐
名
部｣

に
よ
れ
ば
正
議
大
夫
は
正
四
位
上
を
い
う

が
、
本
来
の
用
法
を
は
ず
れ
て
、｢

正
議
大
夫｣

を
正
四
位
下
に
用
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
黒
坂
伸
夫｢

史
料
寸
見
二
題｣

(
『

平
安
王
朝
の
宮

廷
社
会』
吉
川
弘
文
館)

に
詳
し
い
。

注
３

『

二
中
歴』

は『
改
定
史
籍
集
覧』

第
二
十
三
冊
、『

拾
芥
抄』

は『

大

東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
書
中
古
中
世
篇
類
書
Ⅱ』

に
よ
る
。

注
４

本
稿
で
使
用
し
た
索
引
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
以
下
の
通
り
。

『

平
安
朝
漢
詩
文
総
合
索
引』
吉
川
弘
文
館

『

本
朝
文
粋
漢
字
索
引』

お
う
ふ
う

『

菅
家
文
草
・
後
集
索
引』

明
治
書
院

『

凌
雲
集
索
引』

和
泉
書
院

『

文
華
秀
麗
集
索
引』

和
泉
書
院

『

田
氏
家
集
索
引』

和
泉
書
院

『

紀
長
谷
雄
漢
詩
文
集
並
び
に
漢
字
索
引』

和
泉
書
院

『

扶
桑
集

校
本
と
索
引』

櫂
歌
書
房

『

本
朝
麗
藻
索
引』

勉
誠
社(

現
勉
誠
出
版)

『

本
朝
無
題
詩
全
注
釈』

新
典
社

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

注
５

｢

中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝｣

に
よ
る
。

注
６

『

二
中
歴』

第
二｢

儒
職
歴｣

学
士
侍
読
に
よ
る
。

注
７

『

経
国
集』

に｢

春
宮
学
士｣

の
例
が
あ
る
が
、
唐
名
の
意
識
が
あ
る
か

ど
う
か
は
不
明
。

注
８

『

白
氏
文
集』

の
作
品
番
号
は
花
房
英
樹『

白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究』

の｢

作
品
表｣

に
よ
る
。

注
９

那
波
本
を
含
む
現
行
の『

白
氏
文
集』

で
は｢

紫
桐
花
落
鳥
関
関｣

に

作
る
。

注
10

大
曽
根
章
介｢

大
江
匡
衡｣

『

日
本
漢
文
論
集』

第
二
巻

汲
古
書
院

後
藤
昭
雄｢

大
江
匡
衡

卿
相
を
夢
み
た
人｣

『

平
安
朝
文
人
志』

吉
川

弘
文
館

後
藤
昭
雄『

人
物
叢
書

大
江
匡
衡』

付
記

本
稿
は
、
二
〇
〇
四
年
に
九
州
大
学
で
九
州
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム(

人
文
科
学)

｢

東
ア
ジ
ア
と
日
本：

交
流
と
変
容｣

と
共
催
で

行
わ
れ
た
和
漢
比
較
文
学
会
第
二
十
三
回
大
会
で
の
発
表｢

職
は
只
太

子
賓
客

大
江
匡
衡
と
白
楽
天

｣

に
基
づ
い
て
い
る
。
原
稿
を

ま
と
め
る
の
に
六
年
も
放
置
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
恥
じ
る
と
と
も
に
、

発
表
後
、
質
問
、
助
言
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
る
。

(

き
ど

ゆ
う
こ
・
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学)
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